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近年、強度変調放射線治療が広く行われるようになった。この照射法では、小さく不整
形な照射野や軸外に形成される照射野を多用するため、高精度な治療計画が必要である。
このような照射法においては、現行の吸収線量の計算法ではいくつかの不確定要素が存在
する。不確定要素の一因として、ヘッドからの散乱線の投与線量への寄与があげられる。 
一般的に散乱線量の寄与は中心軸での値によるヘッド散乱係数が考慮されているだけで
ある。しかし、正確な線量計算を行うためには、位置による入射ビームのエネルギースペ
クトル、入射角度の考慮が必要であるが、これらを正確に実測することは困難であり、現
在吸収線量への寄与を治療ヘッドからの散乱線の発生位置毎に分けて解析したデータは少
ない。  
本報告では、治療ヘッドからの光子についてシミュレーションを行った。BEAMnrc コード
を使用して、リニアックの治療ヘッドの構造をシミュレーション上で再現した。治療ヘッ
ドはビームの進行方向に従い、ターゲット、プライマリコリメータ、ベリリウム窓、フラ
ットニングフィルタ、モニタチェンバー、ミラー、セカンダリコリメータの順に構成し、
幾何学的構造と材質を忠実に再現した。リニアックのターゲットから放出された光子につ
いて、latch オプションにより散乱が生じた位置を記録し、SSD＝100 cm での平面を通過す
る際のエネルギー、位置、進行方向などをサンプリングし、解析に使用した。いくつかの
照射野についてシミュレーションを行った。ターゲット、プライマリコリメータ、フラッ
トニングフィルタ、セカンダリコリメータから発生した光子フルエンスの変化を解析した。
また、水衝突カーマへの寄与についても計算を行った。  
この結果、治療ヘッドから発生する光子の中で水衝突カーマへの寄与が最も大きいのは
フラットニングフィルタから発生する散乱光子によるものであることが明らかになった。 
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